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テーマE推進体制 

• 課題（ⅰ）気候変動にかかわる研究を効果的に
推進するための支援の実施 

 
– サブ課題a.：気候変動リスク情報の関係者間におけ

る共通認識の醸成に向けた取り組みの実施 
 

– サブ課題b.：気候変動リスクに関する情報の提供・助
言の実施に必要となる体制の整備 
 

– サブ課題c.：本プログラムの実施・アウトリーチ等にか
かわる業務の支援 
 



サブ課題a.：気候変動リスク情報の関係者間に 
おける共通認識の醸成に向けた取り組みの実施 

• 今年度計画 
 

– CMIP6, ESG等国際プロジェクトに関する情報収集、
推進貢献 
 

– 関連諸分野との連携強化 



WGCM18 (2014年10月8-10日、Grainau, 
Germanny)におけるCMIP6の体制検討 



CMIP6の構造 

• DECK 
• piControl 500y 
• AMIP 1979-2014 
• 1%CO2漸増実験 
• 4xCO2 150y 

• CMIP6 Historical 1850-2014 
(minimum 1, encourage 
ensemble, C or E-driven) 

 
• LMIP（陸域）と OMIP（海洋）は

将来DECKに入りうる。 
• CMIP6 position papers 

(DECK&MIPs) をGMD special 
issueとして出版、 2015年3月か
ら2015年末まで。 



フォーシングデータの準備スケジュール 

• piControl用データ： 
2016年1月 

• Historical (1850-2014)
データ： 2016年4月 

• Scenario データ：   
2016年秋 
 

• Scenario MIP Tier 1の
最低本数は3本
（HIGH/MID/LOW）  



MIROC/NICAM側の対応 



CMIP6 MIPs (現時点での参加/不参加) 



検討すべき点 
WCRP Infrastructure Panel (WIP) への日本からの寄与 

WIPの役割： WGCMの科学的使命を支援する、確実で持続 
可能な世界規模のデータインフラ促進 
 
• WGCMの諸活動にまたがって整合性を保ちつつ、気候モ

デル出力を共有するための基準と方針を確立 
• 要望に応じて基準を拡張 
• データインフラとしての要求に関する指針の検討と提供

（サービスのレベル、アクセシビリティ、セキュリティ、・・・） 



サブ課題b.：気候変動リスクに関する情報の 
提供・助言の実施に必要となる体制の整備 

• 今年度計画 
– 創生サーバ運用 

• 地球シミュレータの更新に伴うデータ量、データ転送
量の増加に備えデータ共有ファイルサーバの管理シ
ステムの改修・拡張 

• 地球シミュレータで作成される一次データ管理の継続 
• データ共有ファイルサーバーを安定的に運用するため

の障害情報収集の継続（HDDの故障率など） 
 

– 気候モデル改良（カプラー開発） 
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ES2  vs  後継機 

ES2 
・160ノード 
・1,280 CPU 
・131TFLOPS 
・20TB 

後継機 
・5,120ノード 
・20,480 コア 
・1.31PFLOPS 
・320TB 
 
※IXS接続はクラスタ内 

後継機 (SX-ACE)  １筐体(64ノード) 
 
・1CPU (4コア) / ノード 
・64GFLOPS / コア 
・256GFLOPS / ノード 
・64GB / ノード 
・IXS 4GB/S  x 2 

ES2 (SX-9E) １筐体(2ノード） 
 
・8CPU / ノード 
・102.4GFLOPS / CPU 
・819.2GFLOPS /ノード 
・128GB / ノード 
・IXS  64GB /S ｘ 2 

512ノード / クラスタ 

2048ノード / クラスタ 

x 6 

x 1 



↓割当容量の50% 

2013.6～2014.8の15ヶ月で400TB消化しているので11ヶ月後(2015.7)に容量不足が予想される 
今年度中に500TBの増設予定 



カプラーソフトウェア：開発の目標 

Jcup本体の改良 

統合結合レイヤー 

Jcup 

気象気候分野の様々なコンポーネント（モデル）に適用でき、可能な限り簡潔にコン

ポーネント間の結合を実現する結合環境（カップラー）を構築する 

気候モデルに特化した結合ソフトウェ

アレイヤーをJcupの上に構築 

Scup開発グループとの連携 

Scup Jcup 統合カップラー 

(i,k,j)配列のサポート ○ ○ ○ 

鉛直内挿（鉛直座標変換）のサポート ○ △ ○ 

座標変換用サブルーチンをユーザーが実装可能 ○ ○ 

カップラーリスタートファイルのサポート ○ ○ 

各モデルのMPIノードへのより柔軟な割付 ○ ○ 

通信設定ファイルで変換テーブルを指定 ○ ○ 

通信設定ファイルの冗長性が低い ○ ○ 

複数データをひとまとめに送受信 ○ ○ 

IOコンポーネント
（緯度経度格子） 海洋モデル (Tri-pole) 

スペクトル法大気モデル 二十面体大気モデル 

ScupとJcupの機能比較 

リスタート機能 
設定ファイル 
時刻の扱い 

平均値の交換 
etc. 

必要な機能の検討 
Jcup_interface 

Jcup_config 

Jcup_grid Jcup_data 

Jcup_utils 
Jcup_io_base 

Jcupへ機能追加 



大気モデルと化学･エアロゾルモデルの結合 

目的 
• 化学・エアロゾルモデルの計算量増加 

 
• MIROC AGCMは１次元分割による並列化 

• プロセッサ数を増やして実行時間を短縮する方法には
限界がある。 

 
• 化学・エアロゾルモデルをAGCMから切り離し、Jcup

で結合、並列に実行することにより、全体の実行時
間短縮を図る 
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大気・化学エアロゾルモデル結合 

2015/2/4 

AGCM main PGCM main

ATMSTP

START

ATMSTP

LNDSTP

TIMEA<TSTPC

OCNSTP

YES

END

NO

START

TIMEA<TSTPA

DYNMCS

RETURN

YES

NO

初期設定

YES

PHYSCS

1000 CONTINUE

1000 CONTINUE

TIMEC<TEND

8000 CONTINUE

NO

YES

START

初期設定

8000 CONTINUE

2000 CONTINUE

1000 CONTINUE

CHEMIST

AEROSL

TIMEP<TSTPP

TIMEP<TSTPC

TIMEC<TEND

END

通信(put)

YES

YES

YES

NO

NO

NO

リスタートファイル リスタートファイル

通信(put)

jcup_set_time jcup_set_time

通信(get) 通信(get)

通信(put) 通信(put)

AGCM step1 

Send 

PGCM step1 

Recv 

Send 

AGCM step2 

Recv 

Step2 

Step3 

Step4 

Step1 

化学・エアロゾルモデル（以下PGCM）を大気モデ
ル（以下AGCM）から分離し別プロセスとして実行
する。計算はシリアルに行われるため、コード修正
が適切に行われれば計算結果は変化せず、バイ
ナリレベルで一致する。 

右図に示されるように、
AGCMとPGCMを並列
に実行する。AGCMと
PGCMが同時に実行さ
れるため、全体の実行
時間はStep1の場合に
比べ短くなることが期
待される。 

AGCM step1 

Send 

PGCM step1 

Send 

AGCM step2 

Recv 

PGCM step2 

Recv 

Send Send 

PGCMに２次元分割を導入し、より多くのプロ
セッサを割り当て可能にする。 

AGCMに対してPGCMの解像度を粗くし、負荷
バランスを調整、全体の実行時間を短縮する。 

0D 1D 2D 2+1D 3D 3+1D

A→P 2 7 17 1 39 3

P→A 0 0 3 0 10 4
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T2の比較 
左上：original 右上：STEP-2 
左下：観測 

25日積分の平均値の比較 



サブ課題c.：本プログラムの実施・ 
アウトリーチ等にかかわる業務の支援 

• 今年度計画 
 
– 各種事務支援活動等 

• パンフレット、ホームページ等 
• 公開シンポジウム、国際シンポジウム等 

 



• 公開シンポジウム 

     ・  2014年9月30日開催 一橋大学一橋講堂 

      「気候変動のリスクを知る」 ～地球の反応、身近な変化～ 

       4講演＋パネル・ディスカッション 「今後の地球温暖化研究の在り方について」 

   

• ニュースレター作成 
• 第2号発行（2014年9月） 
• 内容：テーマＡ、Ｃの研究についてのライターによる取材記事と各テーマからの報告 

• パンフレット刷新（コンテンツ収集） 

    ・ 次年度春発行予定 

• 創生プログラム用WEB 維持管理 
 

事務支援活動 
• 国際ワークショップ  International Workshop on Risk Information on Climate Change 

• 2014年11月25～27日開催 JAMSTEC横浜研究所三好講堂 
• 36名の講演者含む110名が参加 
• RSM Workshopを同時開催 

• 研究成果報告会 
• 2015年1月28日開催 国連大学ウ・タント国際会議場 

• その他 
• ＰＤ・ＰＯ会議（2014年3月28日、8月29日開催） 
• 研究調整委員会（5月28日、9月24日、12月22日開催） 
• 創生プログラム諮問委員によるサイトビジット（2014年4月開催） 
           ＪＡＭＳＴＥＣ横浜研究所視察と諮問委員と現場若手研究者との間の意見交換等 

 
 シンポジウム等開催 

アウトリーチのツール整備・更新 



International Workshop On Risk 
information on Climate Change 

日時：平成26年11月25日（火）～11月27日（木） 
場所：海洋研究開発機構 横浜研究所 三好講堂 
日本、（88名）、北米（5名），EU（6名）、アジア（10名）等各国の大学、研究機関、国際
機関等の関係者ら、36名の講演者を含む110名が参加 

・海外への気候変動リスク情報創生プログラムの紹介、広報を行った。 
・IPCCのタスクグループTGICAの共同議長Timothy Cater氏（フィ
ンランド）から創生プログラムに対する積極的な評価を得るなど、
今後の事業推進に関し有用な情報が得られた。 

・温暖化予測分野における研究の先端についての国際的動向の情報収
集をした。 
・国際的な協力関係を構築する下地ができた。 



データ共有状況 
提供時期 提供先 内/外 提供内容 提供元 担当 備考 

2013/07      
(継続提供中) JAMSTEC 内 Historical, RCP26,45,60,85数値実験の

気候/大気化学変数 
テーマB 

羽島
知洋 

シナリオによる半球間平均oh濃度、対流圏・成層圏オゾン量、
N2O濃度 高度分布の変動の比較 

2015/01 JAMSTEC 内 MIROC-ESMによる Historical+RCPs実
験 の気候データ 

テーマB 
羽島
知洋 

創生プロジェクトD（名古屋大学・熊谷課題）、およびGRENE北
極環境研究における植生シミュレーションのために使用 

2014/7/1 
WCRP, 
CLIVAR, 
C20C 

外 
MIROC5 Event Attribution 実験 
C20Cプロジェクトで要求された全変数（
気温、降水、日射量等） 

テーマA 
石井
正好 

Event Attributionのモデル間相互比較に使用 

2014/8/31 NHK 外 海面水温、表層水温解析データ 
水温時系列図 

テーマA 
石井
正好 

NHKスペシャル「巨大災害・異常気象」番組で使用 

2014/8/6 NHK 外 

MIROC5 出力 
(Historical, RCP8.5, Pre-industrial 
control) 
雲量地理分布図 

テーマA 
石井
正好 

NHK サイエンスZERO 
「雲のニュータイプ出現！エアロゾルが気候変動を支配する」
番組で使用 

2014/07 APPOSITE 
プロジェクト 外 MIROC5 出力(200年条件コントロール

実験) 
テーマA 

石井
正好 

季節から数年スケール北極域気候変動の予測可能性及びそ
の力学について理解するために世界の主要なモデルセンター
間で実験結果を相互比較する。 

2014/7/1 AORI 外 CMIP5 RCP2.6 RCP8.5 海面水温 
データ 

 
テーマB 

渡辺
路生 

提供手続き中 アリゾナ大学、
香港大学ほか 外 20km格子の全球大気モデル（MRI-

AGCM3.2S）の結果 
テーマC 

青柳
曉典 



まとめ 
 

– 国際情勢情報収集 
• CMIP6 

– 基盤的な実験群（DECK）の内容が固まりつつある。 
– フォーシングデータは2016年中に順次整備される予定。 
– 課題：WGCM Infrastructure Panel (WIP)への日本の貢献 

– 技術支援 
• カプラー開発 

– 化学コンポーネントの切り離し等→計算時間短縮の可能性 
• 創生サーバ 

– ディスク増設予定、大規模気候モデル出力を応用した影響評価へ 
– 事務局業務 

• 国際WS 
– T. Carter氏などIPCCで要職につく研究者らと交流 

• 公開シンポジウム 
– 「気候変動のリスクを知る～地球の反応、身近な変化～」 

• ニュースレター 
 


